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・イネの分化・成長メカニズムの解明
・イネの環境適応性メカニズムの解明
・イネの分子育種
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課題名「深水条件下における節間伸長の分子機構」

同定したGW6aはコメの大きさ
のみならず植物体も大きくする

ことが明らかになり、バイオマス

生産量を向上させることが判明

しました。

カサラスタイプのGW6a遺伝子はコメサイズを大きくす
ることから、イネの育種に利用できる可能性がありま
す。

GW6a遺伝子は大麦や小麦など他の穀物において収
量増やバイオマス生産向上に貢献する可能性があり
ます。

現在、アフリカやアジアでは深刻な食糧

問題があります。アジアではコメは主食

であり、またアフリカでもコメの需要が

急速に伸びていおり、これらの国々では

コメの増産が望まれています。

そこで、イネの収量に関する形質の内、

コメのサイズに注目しました。

ジャポニカイネの日本晴とインディカイネ

のカサラスのコメのサイズの違いを遺伝子

レベルで解析し、コメのサイズを制御する

遺伝子GW6aを見いだしました。
このGW6a遺伝子を日本晴イネの中で
過剰発現するとコメのサイズが大きく

なり逆に発現を抑制するとコメのサイズ

が小さくなりました。

①科研費による研究成果 ②当初予想していなかった意外な展開

③今後期待される波及効果、社会への還元など
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